


































































































































































































































































島南西地域に 20万坪の飛行場を建設したことにはじまる。済州には、1945 年 3月から、米軍の上陸を
予想して、7万 5千人の日本軍が転進してきた。だが済州島は地上戦を経験しなかったものの、朝鮮の
解放後、38度線による民族分断と対立は済州島にも波及し、1948 年 4月 3日、済州島の民衆が朝鮮半
島南部だけでの単独選挙・単独政府樹立に反対して警察所を攻撃し、それに対する米軍と政府軍の弾圧














では、約 1,500 名の村民のうち 800 名余りが参加し、8月の村民総会では 725 名の出席で、海軍基地
誘致反対 680 名、賛成 36名で反対を決議した。また済州島の 22市民団体は、「済州島海軍基地反対対
策委員会」を結成し、反対運動に入るとともに、カトリックが全国的に反対運動支援を始め、調査委員
会を結成し、フィリピンや沖縄で現地調査を行うなどの活動を展開した。
2007 年 12 月、大統領選挙で李明博候補は、海軍基地計画に対して、「複合クルーズ港」建設案を公
約し、2008 年、海軍基地建設予算が議会で通過して、戦略機動艦隊を収容する民軍複合港が国策事業
として推進されている2）。基地面積53万㎡、20隻の艦隊を同時に係留する2,235mの埠頭を含む事業は、
2008 年 11 月に総理主宰の政策調整会議で、15万トン級クルーズ船接岸施設と付帯施設を含めて、9,638
億ウォンの予算に拡大され、2009 年 12 月から港湾工事が進行中である。




































































































２）  2012 年 1月 14 日、国務総理室技術検証委員会は国防部に対して「江汀複合港は設計ミスのために
15万トン級のクルーズ船の入港は不可能」と判定し、国防部にシミュレーションのやり直しを勧告
したが、国防部は 10日も経たずにシミュレーションの結果、問題なしとの答申を出して、紛糾して
いる。

